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研究成果の概要（和文）：本研究では、美術史・ヒンディー文学・宗教学・社会人類学・経済史を専門とする各
研究者が、「マールワーリー」とよばれるラージャスターン地方出身の移住商人について、1920-30年代という
彼らにとっての大きな変革期に焦点をあてて議論を行った。それ以前には一つの実体的コミュニティとして存在
しなかった「マールワーリー」が、この時期にいかにして特定の文化やアイデンティティや表象を共有する存在
になったのか、また、インド的近代の形成過程にマールワーリーが与えた影響力や果たした役割の大きさや、政
治経済制度、法制度、宗教制度の近代化過程に自身が適応しつつ、一方で制度自体の構築に働きかけていったこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：In this study, researchers with different disciplines; art history, Hindi 
literature, religious studies, social anthropology, and economic history got together and discussed 
how groups of migrant traders from Rajasthan became a community called "Marwari" which shared a 
common identity and culture in 1920-30s. It was shown how important were the influence given and 
role played by the Marwari in the formation of 'Indian modernity' and how the Marwari exercised 
their power and position when they were adopting modern economic, political and law system.

研究分野：社会人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
 本研究は、「マールワーリー」とよばれる
インド・ラージャスターン地方出身の移住商
人(migrant traders)を研究対象とする。マー
ルワーリー商人は、南アジア各地に遍在し、
誰もがその存在や影響力の大きさを知って
いるにもかかわらず、経済的成功やビジネス
の才能ばかりが注目され、民族誌的にその全
体像を把握する試みが十分にはなされてこ
なかった。先行研究には、マールワーリーの
特質を明らかにしようとする本質的議論が
多く見られ、地域社会の歴史的状況や政治経
済的コンテキストに位置づけて移住商人を
捉える視点が欠けてきた。 
 また、自身が商人に焦点をあてた研究を実
施する中で、地域社会におけるマールワーリ
ー商人のプレゼンス（存在、影響力）を多元
的に捉える必要性があることが課題として
浮かび上がってきた。なぜなら彼らは移動を
その本質とするため、通常の物理的意味での
「地域社会の成員」という概念自体が通用し
ない。故郷においては、大きな邸宅や慈善事
業を通して彼らの影響力が行使される一方、
商人家族はそこに居住していない。移住先で
はビジネスに従事し、巨額な資本を動かして
いるにもかかわらず、移住商人の存在は見え
にくい。よって、彼らのプレゼンスを捉える
には、実体と表象の相互作用をみること、そ
して、地理的に固定されない「ロカリティ」、
複数の地理的空間におよぶ地域社会を対象
にすることが必要であり、これらを可能にす
る学際的アプローチを構想するに至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、一地方出身の商人たちが全イ
ンドの商業・金融業を掌握するようになり、
インドを代表する産業資本家へと成長して
いく時期、同時に彼らの生活やビジネスの拠
点が故郷から移住先社会へと重心を移す時
期、すなわち 20 世紀初頭の地域社会に焦点
をあて、移住商人のプレゼンス（存在や影響
力）を明らかにする。学際的アプローチによ
り、1.地域社会における移住商人のプレゼン
スを実体と表象の両側面から多元的に捉え
ること、2.移動を生業とする者からみた地域
社会、複数の地理的空間に広がるネットワー
ク、彼ら特有の「ロカリティ」のあり方を考
察することが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、経済史・社会人類学・ヒンデ
ィー文学・美術史・宗教学を専門とする４人
の研究者が、1920-30年代というマールワー
リーにとっての大きな変革期に焦点をあて
て共同研究を行った。この時代に、(1)英貿易
会社のブローカーやエイジェントとして、交
易や投機や融資に従事してきた移住商人た
ちの中から、産業資本家へと成長するものが
現れた。(2)それまでカーストや同郷や親族の
つながりによって資金や人材の調達を行っ

てきたのに対し、市場への依存を強め、ビジ
ネス・ネットワークが拡大した。(3)家族を故
郷に残して単身移住していた商人の多くが
移住先に家族を呼び寄せるようになり、故郷
との関係が大きく変化した。(4)ナショナリズ
ムや社会改革の機運がコミュニティに高ま
ると同時に、親英派と反英派、近代主義者と
伝統主義者という対立も生まれた。これら一
連の変化が相互に影響を与えながら生じた
時代の、地域社会におけるマールワーリーの
ブレゼンス（存在や影響力）を様々な視点か
ら明らかにすることに取り組んだ。各自のテ
ーマとして、拡大するビジネス・ネットワー
クと移住先社会との関係（神田）、親族関係
及び婚姻ネットワークの変化（中谷）、マー
ルワーリー表象をめぐるアイデンティティ
の政治(小松、豊山)である。各研究者が個別
にフィールド調査を実施し、各々のテーマ
を追求しながらも、共同研究として有機的
に議論を統合していくために、1. 1920-30
年代というマールワーリーにとっての一つ
の大きな変革期に焦点をあてた。また、2.
各研究者が異なるレベルで対象を捉え、多
元的にマールワーリーを理解することにし
た。つまり、特定の商人（個人）、商人家族、
企業体、カースト、コミュニティなど研究
対象を多元化し、複数次元の存在を重ね合
わせていくことによって全体像を明らかに
すること、これらの成果を統合し、20 世紀
初頭の地域社会におけるマールワーリー・プ
レゼンスを多元的に捉え、彼らがインドを代
表する産業資本家へと成長するプロセスを
包括的に解明することを試みた。研究成果は、
日本とアメリカとインドで国際シンポジウ
ムを開催し、海外研究者との議論を通して、
深めていった。 
 
４．研究成果 
 本研究を通して、1920-30 年代の政治的、
経済的、法的変化に対応する中で、それ以前
には一つの実体的コミュニティとして存在
しなかった「マールワーリー」が、特定の文
化やアイデンティティや表象を共有する存
在になっていったことが明らかになった。現
代インドにおける「マールワーリー」の源が
この時代に創られたと考えられ、この時期に
出現した「マールワーリー・プレゼンス」が、
その後の地域社会を考える上でいかに重要
かを問う試みとして、全体としての研究成果
を位置付けることができる。各報告が明らか
にしたのは、インド的近代の形成過程にマー
ルワーリーが与えた影響力、果たした役割の
大きさである。政治経済制度、法制度、宗教
制度の近代化過程に自身が適応しつつ、一方
で制度自体の構築に働きかけていったこと
が示された。 
  以下に各研究者の論点を整理する。まず、
美術史の視点から、豊山亜希は「マールワー
リーの近代的アイデンティティとしての日
本製マジョリカタイル」について分析した。



豊山は、1920－30年代に建てられたマールワ
ーリーを施主とする建造物について、植民地
経済下で成功したマールワーリー商人の富
は、しばしば建造物という目に見える形で積
極的に消費されたことを指摘した。1860年頃
から 1930 年代の終わり頃までに、彼らの出
身地ラージャスターン・シェーカーワーティ
ー地方各地の商人町、及び移住先カルカッタ
に、豊山が「マールワーリー建築」とよぶ豪
奢な建物が多数建造されている。豊山は、
1920−30 年代のマールワーリー建築にそれ以
前の造営例にはなかった新しい装飾形式が
用いられている点に注目し、この時代に、日
本製の装飾タイル、通称マジョリカタイルを
用いた壁面装飾が一大流行をみたことを明
らかにした。マールワーリーが日本製マジョ
リカタイルを積極的に消費した要因を、戦間
期インドの政治的・社会経済的状況から読み
解き、当時のマールワーリー社会、ひいては
インド社会において、近代的民族主義資本家
の表象がいかにして創り出されたのかを論
じた。 
 次に、小松久恵が「『ガーンディーの五番
目の息子』とその妻：独立運動におけるマー
ルワーリー女性をめぐる一考察」と題する研
究報告を行った。小松は、独立運動において
重要な位置を占めた一人のマールワーリー
女性について自伝や書簡を分析した。当時、
タイルがモダンの記号であったように、「女
性」は独立運動の中で重要な記号としての役
割をもっていた。小松は、1920 年代後半に
北インドで人気を博していたヒンディー雑
誌チャーンド Cāṁdの「マールワーリー」特
集号において、マールワーリー・コミュニテ
ィが強欲で享楽的な存在としてネガティブ
に表象された一方で、同時期に成功したマー
ルワーリー商人の中にガーンディーの教え
に傾倒し、アーシュラムで質素な共同生活を
送りながら、独立運動に専心するようになっ
た者が多数いたことを指摘する。その代表的
な事例がジャムナーラール・バジャージであ
り、彼とガーンディーとの関係ならびに独立
運動との関わり方が夫婦の関係にどのよう
な影響を及ぼしたのかを明らかにした。また、 
ジャーナキーの葛藤や限界にネルー家の女
性に代表される中産階級女性との運動への
理解や関わり方のちがいを読み取った。 
 第３に、田中鉄也は「マールワーリーと『公
益』をめぐる政治学：カルカッタのケーリヤ
ー支援基金を事例に（1913 年―1962 年）」と
題する研究報告をおこなった。田中は、ケー
リヤーという一つの親族集団を事例として、
マールワーリーが近代的価値として出現し
た「公益」概念をどのように理解し、採用し
ていったのかを論じた。 
 インドにおいて公益信託制度は英領イン
ド期に導入された。一般的に信託とは、委託
者が受益者のために受託者に財産を管理ま
たは処分する権利を委託する制度で、私益信
託と公益信託に分けられる。公益信託は、不

特定の人々を受益者とした公益上の慈善
的・宗教的信託を指し、公益であるがため免
税の特権が生じる。1920 年に「慈善的ならび
に宗教的信託法」が制定され、公益信託によ
る宗教的贈与や慈善活動に関する所得税の
控除が認められると、豪商や産業資本家たち
は自らの資産をまるで「公益活動」に投機・
運用するように、公益信託を設立し、自ら受
託者となった。その活動が「公益慈善目的」
を果たす限りにおいて、自らの「名誉」を高
め、同時に自らの財産への課税を逃れさせて
くれるため、非常に魅力的であったという。 
田中の報告からは、財産管理において「私」
と「公」との区別を対立させるのでなく、「私」
から「公」へと同心円状に拡大させるインド
的概念の形成にマールワーリーが関与した
形跡を見ることができる。 
 第４報告には、中谷純江「聖地ガヤーの変
遷と 1920－30 年代における『マールワーリ
ー』の出現」がある。中谷は近代的「公益」
概念を利用して、ヒンドゥー教の聖地ガヤー
でパトロンの地位を占めるようになったマ
ールワーリーの存在について論じた。ガヤー
は祖先祭祀を行う聖地として全国的に知ら
れる。1920-30 年代は、それまで王や貴族、
領主の寄付によって支えられてきた聖地が、
全国的に一般の巡礼者をあつめる聖地へと
生まれ変わる初期にあたる。世界恐慌や分離
独立、藩王国制や大地主制の廃止の中で、ガ
ヤーの伝統的ジャジマーンがパトロンとし
ての役割を果たせなくなった時、さらに聖地
の管理運営が巡礼者法や死者法による規制
をうけ、近代的施設の整備を必要としていた
時に、マールワーリーが新しいパトロンとし
て登場し、ガヤーの維持発展に不可欠な役割
を果たした。マールワーリー個人やトラスト
やパンチャーヤトによって、巡礼者向け宿泊
所の建設や巡礼路の整備など様々な形の寄
付が行われ、聖地パトロンとしてプレゼンス
を強めていった。また、他の巡礼者に比して、
マールワーリーは長期間にわたる入念な祖
先祭祀を行う、豊かでかつ宗教心の高い祭主
としても知られている。マールワーリーにと
ってガヤーは、この世の利益をあの世の徳に
変えるだけでなく、先祖とつながり、大家族
の網の目の位置を確認する場であり、先祖の
名前によって、ガヤーにお金を注ぎ込むこと
は、単なる篤志家ではなく、ヒンドゥー・ユ
ニバースの中で「伝統的」正統派ジャジマー
ン、最高位のヒンドゥー・パトロンの位置を
得ることを意味する。中谷報告からは、王族
や領主に限定されていたガヤーの祖先祭祀
が一般化・民衆化し、多くの巡礼者をあつめ
る聖地へと変わる近代化過程をマールワー
リーが主導し、自らの地位を高めたことが明
らかになった。 
 最後に、神田さやこ「植民地期インドにお
けるマールワーリーの活動：経済史研究を中
心とした研究動向」は、経済史研究の枠組み
から、植民地期におけるマールワーリーの台



頭に関する従来の議論を整理した上で、先の
四報告を消費と法制度との関係に関する近
年の議論の中に位置づける役割を果たした。
神田は、マールワーリーの消費を特徴づける
「篤志家的」活動への税制上の優遇背景に、
イギリス政府にとって「公共の福祉」を民間
が担うという重要な意味があったこと、また、
ガーンディーの「受諾者制度理論」に支えら
れた独立運動への資金援助の背景にも、法制
度の問題があることを指摘する。神田は、
1920−30 年代の経済的・政治的・法的移行が
いかにマールワーリーに味方したのかを明
らかにした。まさに時流を捉えたマールワー
リーは、「近代国家インドを支える民族資本
家」「ヒンドゥー聖地を支える伝統的正統派
ジャジマーン」「公益慈善の篤志家」として
プレゼンスを高め、インド的近代の創出を方
向付けていったといえる。 
  以上のように1920-30年代のマールワーリ
ー商人の活動を多元的に捉えることで、「イ
ンド的近代」の形成に、彼らが果たした役割、
重要性が見えてきた。現在、研究成果を本と
して出版することに取り組んでいる。 
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